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日本共産党浦和区後援会ニュース
２０１７年１０月号･№７６
浦和区北浦和３-１４-１６

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０４８-８３３-４５１５
＊＊＊＊＊(部内資料）＊＊＊＊＊

《
日
々
想
》

突
然
の
解
散
・
総
選
挙
だ
。
安

倍
首
相
は
民
進
党
の
混
乱
や
小

池
新
党
の
準
備
が
整
わ
な
い
う

ち
に
、
北
朝
鮮
問
題
を
喜
々
と

し
て
追
い
風
に
な
っ
た
と
判
断
。

「
し
て
や
っ
た
り
」
と
解
散
に

突
入
。
し
か
し
、
そ
こ
に
小
池

新
党
が
登
場
し
民
進
党
が
小
池

新
党
に
合
流
す
る
と
い
う
事
態

に
。
民
進
党
の
背
信
行
為
を
み

て
８
０
年
の
「
社
公
合
意
」
を

思
い
だ
し
た
。
そ
の
後
、
社
会

党
は
日
米
安
保
堅
持
、
自
衛
隊

容
認
に
踏
み
出
し
て
い
く
。
政

党
と
し
て
の
今
回
の
民
進
党
の

背
信
は
さ
ら
に
重
い
。
市
民
の

連
合
と
の
約
束
も
一
方
的
に
反

故
に
し
た
か
ら
だ
。
民
進
党
と

と
も
に
安
保
法
に
反
対
し
、
連

日
国
会
前
で
デ
モ
を
し
て
き
た

人
た
ち
は
今
ど
ん
な
思
い
だ
ろ

う
か
。
小
池
百
合
子
都
知
事
は

２
０
１
５
年
国
会
議
員
と
し
て
、

安
保
法
に
賛
成
し
た
人
だ
。
仮

に
小
池
新
党
が
政
権
奪
取
し
た

と
し
て
も
そ
の
瞬
間
か
ら
矛
盾

が
噴
き
出
す
だ
ろ
う
。
市
民
と

野
党
の
共
闘
の
流
れ
に
こ
そ
未

来
が
あ
る
。
（
阿
）

◆「安倍内閣退陣、憲法9条改悪許すな！」

埼玉１区・市民と立憲野党でつくる大街頭演説

１０月１５日（日）１４時～１４時５０分

浦和駅東口

◆浦和区後援会秋のバスツアー

世界遺産「富岡製糸工場」と妙義温泉

１１月９日（木） 参加費６,０００円

◆沖縄に想いをよせて～歌と踊りの集い～

出演 普天間かおり・琉球舞踊の会・

琉球エイサー会

１１月１１日（土）１３時半（開場１２時半）

埼玉会館大ホール

会費 １９９９円／高校生以下１０００円

主催 埼玉革新懇
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日
本
共
産
党

＊
耳
よ
り
情
報
＊

う
ら
わ
だ
い
こ

し
が
ら
み
の
な
い
政
治

し
が
ら
み
の
根
幹
、
日
米
安
保
、
企
業

団
体
献
金
、
パ
ー
テ
ィ
券
、
政
党
助
成

金
の
無
い
政
治
で
す
か

有
権
者

希
望
の
党
小
池
代
表
殿（

前
地

さ
ぶ
老
）

「
希
望
の
党
」

や
が
て
は
「
絶
望
の
党
」
で
す国

民

（
岸
町

佐
久
間
純
）

川
柳

九
条
に
迷
彩
服
を
着
せ
ま
い
ぞ

百
合
子
を
ば
大
明
神
と
群
れ
る
輩

じ
ゃ
が
芋
の
出
来
不
出
来
を
選
別
し

（
前
地

さ
ぶ
老
）

核
は
だ
め
核
持
つ
国
が
言
う
不
思
議

米
朝
が
挑
発
し
合
う
バ
カ
ら
し
さ

圧
力
よ
り
対
話
が
一
番
安
倍
総
理

（
岸
町

だ
ん
吉
）

俳
句

誰
彼
の
不
在
埋
め
ゆ
く
虫
の
声

一
言
で
踏
ん
切
り
つ
け
る
天
高
し

今
も
効
く
妣
の
一
言
根
深
け

（
前
地
三

寿
美
礼
）

天
高
し
九
十
二
歳
の
身
の
屈
み

田
畑
消
え
建
売
り
区
画
虫
す
だ
く

今
年
米
炊
い
て
大
盛
佛
前
に

（
前
地
三

Ｓ
・
Ｍ
）

初
秋
や
風
の
音
色
の
馬
頭
琴

回
廊
の
か
す
か
な
傾
斜
か
な
か
な
か
な

虫
籠
を
編
む
一
筋
の
朱
を
加
え

（
本
太
一

Ｙ
・
Ｙ
）

う
ら
わ
宿
文
芸

安倍首相の大義なき党利党略

冒頭解散による総選挙が１０日

公示、２２日投票で開始されま

した。新しく希望の党が結成さ

れ、民進党の「合流」騒ぎなど

数日間で状況が大きく変わり、

「野党共闘」はどうなるのかと

心配する声が出ていましたが、

日を追うごとに総選挙の争点、

対決の構図が明らかになってき

ました。

対決の構図は、「自・公とそ
の補完勢力（維新、希望）」
対「市民と野党の共闘」

多くのメデイアは「自・公」

と「希望」と「立憲野党」３極

の争い、政権選択として「自・

公」対「希望」と対決構図を描

いていますが相変わらず興味本

位で真実を報道していません。

私たちが求めている政治は個人

の尊厳を大切にし、命と暮らし

を守る「立憲主義」、「民主主

義」、「平和主義」を輝かせ生

かすことです。対決の構図は、

９条改憲を狙う安倍暴走政権を

このまま続けさせるのか、それ

とも安倍暴走政治をリセットし

て秘密保護法、安保法制、共謀

罪法を廃止し、立憲政治を回復

するのかというところにありま

す。候補者、政党にはそこが問

われなければなりません。

希望の党の本質は第二自
民党にほかならない

小池百合子氏は「第二自民党

という声がありますが、どう受

け止められますか？」というあ

るインタビューの質問に、「第

一をめざしていますので---」

と答えていた。自民党との連立

や首相指名候補に自民党議員が

とり沙汰されても、「結果を踏

まえて』と否定をしない。これ

ではまるで自民党の総裁争いで

はありませんか。前原誠司氏は

「安倍政権を終わらせる」ため

に政権交代可能な野党を結集す

るという目的で小池人気の「希

望の党」に合流しました。しか

しどうでしょう。「安保法制」

を容認し「憲法改正を支持」す

るという厳しい踏み絵で選別が

行われました。

（2面につづく）

浦和東口駅前を埋め尽くした志位

委員長街頭演説（９月３０日）

比例は日本共産党 小選挙区は
とば恵候補へ大きなご支援を

安倍内閣退陣！

憲法9条

改悪許すな！

日本共産党浦和区後援会

＊衆院選投票日＊
10月22日（日）7:00～20:00
各投票所

小選挙区選挙・・・候補者の名前を書いて投票します

比例代表選挙・・・政党名を書いて投票します

※当日不在の方は、期日前投票を！！

絵手紙 （仲町 海野）
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（１面より）

これでは安倍政権は終わらせて

も、憲法をないがしろに暴走し

てきた安倍政治の根幹に対決す

るものを持っているとは言えま

せん。

総選挙の大きな対決点、安
倍９条改憲

今回の総選挙は、憲法９条改

憲が最大の争点となっています。

自民、維新は９条改憲を選挙公

約に盛り込み、希望の党も９条

を含めた改憲論議を進めるとし

ています。憲法改正の発議を自・

公だけではやりたくないのが安

倍政権の本音でしたから、今回

「希望の党」や「維新」を含め

て3分の２以上を占めるとした

ら結果的には、「安倍政権」を

利することになってしまいます。

しかし民意は「９条改正」反対

が過半数です。民意を歪めての

９条改憲の発議は絶対に阻止し

なければなりません。そのため

には、総選挙では、安倍政権に

厳しい審判を下すとともに、自・

公と補完勢力を３分の２以下に

抑え込まなければなりません。

９条改悪反対の声を「市民と野

党」の共闘で大きく広げていく

ことが非常に重要になっていま

す。

「市民と野党」の共闘で新し
い政治を―共闘を進める
最大の力＝日本共産党の
躍進を

市民と野党の共闘は、この２

年間、昨年の参議院選挙、新潟

県知事選挙、仙台市長選挙など

で実績を重ね、全国各地で草の

根から「共闘の絆」がたくさん

つくられています。日本共産党

は、市民と野党の共闘によって

日本の政治を変えていくという

立場を何よりも大切に前途を切

り開く決意を表明しています。

６日、小池晃書記局長は「市

民と野党の共闘」の立場に立つ

候補が２４０を超える選挙区で

一本化される見通しを発表しま

した。そのうち共産党候補が１

６０を超え、立憲民主党４０人、

社民党１３人、無所属約２０人、

新社会党１人の方々です。

日本共産党と社民党との候補

者一本化の選挙協力合意のもと、

埼玉県では、１５区梅村さえこ

候補、１３区社民党の池田万佐

代候補をお互いに支援し、５区

は立憲民主党の枝野幸男候補当

選に向けて奮闘します。

１区はとば恵候補が「市民
と野党の共闘」候補に決定

地元埼玉１区は、安保法制廃

止・立憲主義回復をめざすオー

ル１区連絡会と、安倍内閣退陣・

憲法９条改悪許すな！市民と野

党でつくる「10.15大街頭演説」

実行委員会(以下「会」）で統一

候補を模索してきました。政策

協定書を民進党の武正公一氏と

共産党の鳥羽恵氏に渡しました

が、武正氏は希望の党に加わる

のでと政策協定を断ってきまし

た。「会」はこの経過を踏まえ

鳥羽恵氏を「市民と野党の共闘」

候補と決定しました。

「市民と野党の共闘」を前進

させ、日本の政治を良くする一

番の力、それはぶれない、信頼

できる日本共産党を躍進させる

ことではないでしょうか。全国

は一つ、比例は日本共産党をと、

お友達や知り合いの方に声をか

け広げて下さるよう心からお願

い申し上げます。

大
宮
駅
西
口
の
「
市
営
桜

木
駐
車
場
」
は
、
６
７
３
台

の
自
家
用
車
や
大
型
バ
ス
が

駐
車
で
き
る
市
民
の
た
め
の

駐
車
場
で
す
。

さ
い
た
ま
市
は
、
こ
の
駐

車
場
を
つ
ぶ
し
て
２
０
２
０

年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
ホ
テ
ル
を

は
じ
め
と
し
た
国
際
会
議
場

な
ど
を
有
す
る
フ
ル
サ
ー
ビ

ス
の
国
内
ブ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

を
建
設
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
計
画
）

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
大

宮
駅
西
口
周
辺
開
発
は
、
東

日
本
の
各
圏
域
が
連
携
・
融

合
す
る
対
流
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
、
国
が
「
首
都
圏
広

域
地
方
計
画
」
に
位
置
づ
け

た
こ
と
か
ら
、
さ
い
た
ま
市

も
国
際
観
光
都
市
戦
略
に
位

置
づ
け
、
「
国
の
重
要
政
策

課
題
に
お
け
る
拠
点
」
だ
と

し
て
明
け
透
け
に
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

こ
の
間
市
は
、
市
営
桜
木

駐
車
場
を
候
補
地
と
し
て
、

民
間
の
知
恵
、
技
術
、
経
験

を
い
か
し
、
ホ
テ
ル
や
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
を
有
す
る

多
目
的
施
設
な
どM

IC
E

対

応
施
設
を
目
指
し
て
「
サ
ウ

ン
デ
イ
ン
グ
型
市
場
調
査
」

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
調

査
に
参
加
し
た
１
３
グ
ル
ー

プ
や
企
業
の
う
ち
１
１
グ
ル
ー

プ
か
ら
回
答
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
市
の
財
政
支
援
だ
け
で

は
事
業
化
が
見
込
め
な
い
と

し
な
が
ら
も
、
さ
い
た
ま
市

の
姿
勢
に
よ
っ
て
事
業
の
成

立
性
が
高
ま
る
と
回
答
し
、

市
に
よ
る
新
た
な
財
政
支
援

を
求
め
ま
し
た
。
議
会
に
示

さ
れ
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
調
査
の
結

果
、
建
築
敷
地
の
う
ち
、
宿

泊
施
設
や
収
益
施
設
以
外
の

敷
地
は
無
償
で
貸
与
す
る
こ

と
や
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ

キ
延
伸
の
た
め
の
予
算
を
計

上
し
ま
し
た
。

結
局
、
市
自
ら
が
市
民
の

財
産
を
無
償
貸
与
す
る
こ
と

を
は
じ
め
、
自
ら
周
辺
環
境

を
整
備
す
る
な
ど
、
事
業
者

に
言
わ
れ
る
ま
ま
に
計
画
を

推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
計
画
は
、
２
０
２
０

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
間
に
合
わ
せ

よ
う
と
遮
二
無
二
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
市
場
調

査
の
経
過
や
、
新
た
に
浮
上

し
た
土
壌
汚
染
問
題
の
処
理

を
考
え
る
な
ら
、
到
底
２
０

２
０
年
に
は
間
に
合
う
も
の

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
国

が
国
土
形
成
計
画
に
位
置
づ

け
た
か
ら
と
言
っ
て
市
民
の

財
産
を
企
業
に
貸
し
付
け
る

理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
と

ん
ど
の
企
業
が
事
業
化
が
難

し
い
と
言
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
計
画
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

強
引
に
推
進
し
て
も
将
来
の

維
持
管
理
に
見
通
し
が
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
だ
ち
に
や
め
る
べ
き
で
す
。

さ
い
た
ま
市
議
会
議
員

と
り
う
み
敏
行

原発事故から6年半が経つ9月

初めにツアーに参加した。現地案

内役は伊東達也さん。車窓からの

除染労働者の住宅棟、津波惨状を

説明された。広野町・Jビレッジ

場は470億円を投じたトレーニ

ングセンターで東電が福島県に寄

付したもの、隣接に県立富岡高校

があり、帰還する子息が少な

く存続が危ぶまれているとの

こと。広野町、楢葉町の休耕田、

耕作不能地には除染で出た放射能

物質である黒いフレコンバックが

あちこちに２段、3段と山積みさ

れている。それに緑のシートを被

せてごまかしている。この地域の

竜田駅前は空き家ばかり。楢葉町

の宝鏡寺にて昼食。早川住職から、

「私は原発建設から反対であった。

危惧していたことが現実になって

しまった。住民が

いないこと、帰還

困難区域が核のご

みの最終処分場に

狙われて、町が地図

から消えてしまうのではと懸念し

ている」と語られた。伊東さんか

らは「いわき市民訴訟」の裁判状

況。被災者の県内外における避難

生活(8万7千人)。魚は検査のため

獲るが市場には出せない。幼児、

児童(甲状腺ガンの発症)をいかに

守るか。また夫婦間、老夫婦息子

夫婦の親子間の諸問題に胸が詰ま

る思いがした。

午後から富岡町の『夜の森のさ

くら通り』に。ここは花見の憩い

の名所でも花見はできない。道路

を挟んで居住制限区域と帰還困難

区域とに分かれ、各々の居住者に

対して補償金額に大きな差異があ

り、東京電力の狡猾な分断対応に

住民は苦労しているとのこと。ま

た、困難区域には頑強なバリア門

扉が住民侵入を拒んでいる。所々

に『原子力明るい未来のエネルギー』

の垂れ幕、『エネルギー福祉

都市』の立て看板がおぞまし

い。最後に浪江町。常磐線高架陸

橋から左右の市街地は無人化した

ゴーストタウン、殺伐とした街、

原発事故の恐ろしさを如実に物語っ

ている。福島第一原発は40年を

かけ、廃炉にするとの東電。補償

交渉には誠意のある対応を要望す

る。10月10日の福島地裁の生業

訴訟の判決を注目したい。

（駒場 K・S）

こ
れ
で
い
い
の
か
！
大
宮
駅
西
口
周
辺
開
発

桜
木
町
駐
車
場
問
題
に
疑
問

福島バスツアーに参加して

早川住職

「会」の代表に政策協定書を

手交する とば恵（予定）候補


